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テッポウユリ  

第
二
十
八
回
大
島
地
区 

中
小
企
業
大
学
開
催 

 
 

大
島
地
区
商
工
会
の
合
同
研

修
会
で
あ
り
ま
す
中
小
企
業
大

学
講
座
が
瀬
戸
内
町
で
開
催
さ

れ
、
郡
内
の
商
工
会
関
係
者
が
多

数
参
加
し
ま
し
た
。
瀬
戸
内
町
商

工
会
で
は
、
役
職
員
・
青
年
部
・

女
性
部
が
一
丸
と
な
っ
て
受
け

入
れ
準
備
を
し
ま
し
た
。 

中
企
大
行
事
で
は
、
女
性
部

が
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
に
二
チ
ー

ム
で
参
加
し
、
優
勝
と
第
三
位
の

好
成
績
で
し
た
。
青
年
部
で
は
、

前
夜
祭
を
開
催
す
る
と
と
も
に

「
若
い
経
営
者
の
主
張
大
会
」
に

は
池
田
洋
輔
君
（
鹿
児
島
銀
行
）

が
代
表
し
て
発
表
し
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
の
県
連
合
会
主
催

の
講
演
会
で
は
、
「
思
い
は
夢
を

叶
え
る
〜
自
己
実
現
」
と
題
し
て

元
モ
デ
ル
で
会
社
代
表
の
乙
守

三
千
代
さ
ん
が
講
演
し
、
そ
の
模

様
は
瀬
戸
内
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
の

休
憩
時
間
に
は
、
女
性
部
が
手
作 

 
 
 

り
の
お
菓
子
で
湯
茶
の
接
待
を 

通
常
総
会
開
催 

 
 

瀬
戸
内
町
商
工
会
平
成
十

九
年
度
通
常
総
会
が
、
四
月

二
十
七
日
（
金
）
町
中
央
公

民
館
に
お
い
て
午
後
三
時
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

事
業
計
画
で
は
、
「
せ
と

う
ち
海
の
駅
」
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
運
営
協
力
。
第
二
十
八

回
「
大
島
地
区
中
小
企
業
大

学
講
座
」
の
瀬
戸
内
町
開
催
。

商
工
会
館
の
建
替
え
事
業
の

実
施
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。 

定
款
・
規
約
の
改
正
は
、
会

社
法
の
改
正
に
伴
う
改
正
等

で
あ
り
ま
し
た
。
役
員
の
一

部
改
選
は
、
商
工
会
女
性
部

の
部
長
交
代
に
よ
る
も
の
で

福
山
芳
野
新
部
長
が
理
事
に

選
出
さ
れ
就
任
し
ま
し
た
。 

提
案
さ
れ
た
第
一
号
議
案

か
ら
第
六
号
議
案
ま
で
、
す

べ
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

交
流
会
は
農
協
会
館
で

開
催
さ
れ
、
各
大
会
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
余
興
で
は
各
地

の
踊
り
や
演
芸
が
披
露
さ

れ
、
本
会
関
係
で
は
、
女
性

部
の
踊
り
や
子
供
の
社
交

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
大
い

に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
出
席
者
全
員
の
総
踊
り

で
お
開
き
と
な
り
、
最
後

に
、
来
年
の
開
催
地
、
知
名

町
商
工
会
へ
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
を
行
い
閉
会
し
ま
し

た
。 
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共
通
商
品
券
を ご

利
用
下
さ
い 

「
地
産
地
消
」
と
い
い
ま
す

が
、
商
工
会
で
は
、
「
共
通
商
品

券
」
を
発
行
し
て
、
地
域
で
消
費

で
き
る
も
の
は
、
地
域
の
お
店
を

ご
利
用
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
Ａ
コ
ー
プ
、
み

ど
り
薬
品
以
外
は
、
町
内
ど
こ
で

も
使
え
ま
す
。 

お
中
元
の
季
節
で
す
が
、
「
共

通
商
品
券
」
は
一
番
喜
ば
れ
る
お

中
元
で
す
。 

町
の
ご
協
力
の
も
と
「
み
な
と

祭
り
」
の
賞
品
に
も
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

お
祝
い
や
、
お
悔
や
み
の
お
返

し
な
ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

集
落
行
事
や
学
校
行
事
な
ど

で
も
地
域
活
性
化
や
集
落
の
お

店
の
ご
利
用
推
進
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

女
性
部
長
交
代
の 

お
知
ら
せ 

  

四
月
の
女
性
部
総
会
で
要

ミ
ヨ
子
部
長
が
勇
退
し
、
福

山
芳
野
新
部
長
が
就
任
し
ま

し
た
。 

新
部
長
の
就
任
早
々
に
中

小
企
業
大
学
が
瀬
戸
内
町
で

開
催
さ
れ
、
藤
井
和
子
元
部

長
と
要
ミ
ヨ
子
前
部
長
の
強

力
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
部
員

七
十
三
名
で
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
湯
茶
接
待
、
菓
子

作
り
、
交
流
会
の
料
理
、
余

興
の
踊
り
と
フ
ル
回
転
で
大

会
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。 

な
お
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
今

年
優
勝
し
ま
し
た
の
で
今
年

と
来
年
の
県
大
会
出
場
が
決

定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

天城町中企大交流会 

ちびっこフラダンスに大喝采 

 

商工貯蓄共済 
この制度は商工会の事業として国から認められ 

①貯蓄、②生命保証、③融資の三つを組み合 

わせた商工会員（家族、従業員を含む）のための 

共済制度です。 

会員の皆様のご加入をお願いします。 

 

商工貯蓄共済 

女性部長の選手宣誓 

 

 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で 

県
大
会
準
優
勝
！ 

 

七
月
八
日
、
樋
脇
町
で
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区

の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪

十
八
チ
ー
ム
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

瀬
戸
内
町
商
工
会
チ
ー
ム

は
今
年
こ
そ
優
勝
を
と
、
密

か
に
決
意
し
て
望
み
ま
し

た
。
結
果
、
霧
島
市
商
工
会

と
の
決
勝
戦
に
残
り
、
前
半

リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
接
戦
の
末
、
２
―
０
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
準

優
勝
の
銀
メ
ダ
ル
を
胸
に
互

い
の
健
闘
を
称
え
合
い
ま
し

た
。 

県大会準優勝の瀬戸内町商工会女性部 


